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1.沿　　　　　革

戦時中一時廃止されで玩た轟浜工共訳験場が､昭和21年4月1日横板及び

放任の2部門をもって復活し､ 22年7月機械工場を増設､ 25年7月木工部門

をも増設して業界の技術相尊に努力した.更に27年4月1日機構改革にエ9

歳維部門と分擬して機械･･木工部門の独立したものと成b ､名称を滋賀県立

機械金属工業指導所と改め新発足することと在ったものである｡以来8年有

余.現在地長浜市八略中山町に於て公設試験指導機関として業務に専念しつ

つあるが､現在彦根市岡町に庁舎を新築すると共に所内の人容及び設備の拡

充強化を実施中である｡ (移転完了は大体55年10月1日の予定)

2.位　　　　　置

現　在　　長浜市八播中山町1551 (電長浜509)

北陸線長浜夙エb北々東　2品

移転先　　彦根市岡町　　　　　(電彦根2525 )

東海道線彦般駅上身南方　2払

近江鉄道(私鉄)彦根口駅上b南方　0.15払

8.職　　　　　員

4.業　務　内　客

車県機械金属工業並びに木製品工業の振興技術水準の向上を図るを日的と

し､次の業務を行う｡

イ　中小墳枕金属及び木製品工場に対する技術の実地指導に関することo

ロ　横枕金属及び木製品の加工技術の武敦研究に関すること｡

-　薬品並びにその原材料及び資材の試験分析及び鑑定に関することo

ニ　横枕場長の試作･改良及び修理に関することo

ホ　備付け機械津具の使用に関すること

一il-

5.主要設備機械器具

イ　工作機械

8択旋盤(オールギヤ-)

6択旋盤(英･米式)

4呪旋盤供･･釆式)

平　削　盤rd択)

形　削　盤(1∂吋)

竪　削　盤

口　拭験機頬

50屯アムスラー万髄材料釈放較

金属窮群銀

シヨ7-硬度計

ハードネスター

ハ　金属分析器具

鉄及び鏑炭素定丑装置

鉄及び銅琉茸定見装置

電解装敏

電気マッフル炉

角形ホッt･プレート

電気定温水浴辞

三　測定韓具

回転速度計

高温指示計

光高温度計

周射河鮮汁

厚さ測定幹

工具醐鋲

ネジ切J:イ†検査幹

テストく- (モールス)

'y　　けヲウソシャープ)

エビームストレートエッチ

1台　フライス盤(82)　　　　1台

5台　歯幼生也吋)　　　　1台

7台　銀　　盤　　　　　　　　1台

1台　研摩盤(カックー研磨･噸その他) 5台

1台　ポール塵鳩上電気ポールを含む) 4台

1台

1台　アイゾット紬横

1台　土田式写真装僅

2台　T2ックウニ-ル硬度計

1組　モールデイソグテスター

1具　電棄定温巧頗辞

1具　角形砂浴

1具　電文白星鷹勧壇皇道装置

1台　イオソ交撫胡職琵

1台　エアーバス

7台

2僧　マイクロメークー

2倍　　-イトゲージ

†個　光線定盤

1倍　ストップウオッチ

1倍　ブ.7ック,j-･-ジ

1個　限界ゲージ

1個　精密メ.}ヤリソダテーブル

4個　狩人ゲージ

5個　　ギヤ-ツ-ス/,しこヤ

5倍

2
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ホ鍍金装宜

セレン賦浮名,I,芸AA缶金持

/:7　L/ス

へ　木工機械及び塗装松

井　降　盤

自動鍵盤

72タロ践

ェヤーコンプレッサー(lfH')

ト　そ　の　他

スライド･プpJ='クタ-

6.決　　　　算

歳　　　入

グ

損ソ

盤機"･f飽　ミ　ミ　l卵か柾4g台　台　台　台1　　1　　2　　1

1台

¢

1具

台　台　台　合一i　　■ llr riil rー

科目 劔��｢���uﾈ螽�6��ﾒﾒﾙ�r���ﾂﾄｦ､H�ｸ����+).穎B�)�コﾃ�#��

款 俘�ﾉ?･I���
---一一,ト----.一-〟--I-- I 

使用料及び 手数料 
--..■.-.-..-一一-■ー-I 使用料欝姦転諾 

22.55円 

手数料 剋關迫ｿi l 峯�末勇B簫ﾒﾒﾘ�ﾒ�ﾃ���ﾇ�4H8"����定6r��241.D7P 

l i �-X壕稗�ﾜXﾕｨｾ�j�鮎hﾆﾒ�ﾌ8��4x詹�I{��1 十-一一Ll �259,79〔】 

1,280 

+ 免ﾂﾃCC��雑収入 

不用品 売払代金 ����2β88 物品売払 

徒入 刳酷� �6Hｴ9�X暹D�7瓜｢�鳴�9.555 

食計 � �� �180,000 �#sTCc��

-　■､　一一

､ノ

科目 劔白�uﾈ螽��謦���支出済現 
一義 俘��冒 ����j附託 

産業経済史 俯(ｾ�ﾋHﾘﾂ� ��I 迭���ィ�#���5,069.426 

i所費 ��一 I �"ﾃcsRﾃS���■ 2,605,-42 

文具拾 鳴�975J〕OO 涛x�3#���

｣ �'給料 鳴�855J〕00 塔��紊C��

敬具手当 ���ン津����田コﾃS�"�

I � 痛Wﾙwｸ詹9b�101,000 涛Rﾃ鉄��

iiiiiiiiiij � ��暫定手当 鼎r蔬4��46,590 
期末手当 鉄#�ﾃ��ｶ､B�520,949 

I �� 仂饐x詹9b�118.000 ���z3sSr�

I l 凵� l ��;寒冷地手当 �#bﾆ68ﾙﾒ�25,245 

l I 冤 I ��超戯好当 鉄ゅ�����55,669 

l 剪ﾊ勤手当 ��蕀����6ｩeﾘ�����

ー ��毒旅費 箔S�緜���鉄�ﾃSs��

i~｢蔽晶資 剪�12,6C)0 偵�"ﾃCSR�

糎を'r虫 � ��rﾃ�����bﾃS���

i食粗勘 剴��｣ゅ3C�bﾉ�イ��

…印B収本費 ��.8J1COi7,705 
I ��光熱水費 ��ｳC�B�ﾂ�辻�

l l � �,ｩ{Y4ｹuh��� 鉄bﾃ����SdDOO 

I --1- � 倆雲ｹF�?8ｼﾂ���;i1,80OT �1,020 

l � 做9�Y{�BﾃX8ﾓ���4,SO〔) 

Il � 遁GｹV俔��呈2占,7CO �2占,640 

I I 冤維持等安手 凵[47ロ,7ロOi446.294 

I ��礁袋 ��i-8-前石~~■琵前言 

1 ��報償袋 ��5,400 冦88�8��ｲ�

消耗品費i 剞�5,'30.3 ���"ﾃ田��
i ��一一-一一一･･一一.一一一一｢卜-..I..一一一一- 1燃料費I �28800 �#づS���

ー l � ��雲ｨ���+- I 守-900 �90す 

印届供奉費 ��18DrJO ��sｳ涛��

光熱水費 ��122,400 ����#sr�

I ��通侶連敗受 ��"ﾃc�����"ﾃS���

借料及択料 ��2.700 �"ﾃ3���

委託料 把�ﾃ��2�塘柳��
【 ��tS## ��25,400 �#RﾃS�R�

備品費 ��112.500 ���"ﾃC�"�
I �� 侏Hﾝ驅��� �#�縱���20.占58 

I I ��建設費 �� 箔#������19.990 

f 几yN�� �#�ﾃ����19,990 



7.業務の概要　(昭和54年度)

昨年度b末ユタの訓練所の拡張工事のため材料試験室の移転にともない各

試験機の据付､また分析室の模様替えのため約2ケ月は試験業務を中止のや

むなきにhたb､その隻備完了を待つ問､今後の指導の参考にするため本所

職員を2笠に編成して材料強度･鋳造作業等について調査を行う計画をナナ

め昭和54年9月から10月にわたb彦椴地区を中心に主にバルブコック製造に

関係ある鋳造工場の調査を実施したoまた55年2月よb 5月までの間に於て

行われた県商工労働部中小企業課主催の彦根地区バルブコック産地診断には

診断定見として参加し､多大の成果を収めた｡

表か当初技術関係職長の研修を55年2月～5月の間にわたb京大.島津製

作所に於て行いt.その能力の向上を計ると共に新庁舎完成後に於ける新鹿設

備の取扱いに習熟するよう配潰した｡

'8. 84年度の実績

81式敷検査

イ　材料強度釈放

ネズミ脚物

青　銅　鋳　物

鍛造用黄銅棒

構造円圧延銅材

桝青銅鋳物

日　銭　材　料

p　材　料　分　析

955本　　ネズミ轍鋳物

558本　　青　銅　鋳　物

2本　　軟鋼　鋳鋼

15本　　鍛造用講銅棒

2本　　黄　銅　粉　末

2本　　党､　　鐘

銃ダライ　粉

｢般揺造用圧延銅材　-

合　　計　　　　　　1,510本　　　合　　計

′､その他の的換換査

7メ.)カ管用ネジゲージ謝定検査21件　　角ゲージ測敬重

横根鮎接度潤定　　　　1 6 9件　　顔役棚挽銃写真牧野

農機具部品探傷試扱　　　　　う件　　塩化t:'ニール傾卦水田釈放

マイクり-ク桝定挽査　　　2件　　相転計比較軸萄睦

罪｡梯形ネ･1･/グー瑚捉政変　　7件　　　計

-5-
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82　位鮫加工

力ツタ研府加工

計

85　設備利用

フラ　イ　ス盤

堅　剛　盤

平　削　盤

8A　指導事項

イ　実　地　指　萌

限界寸法､その他について

鞠蛇工作について

仕上工具の使い方について

生廷工喪の技榊について

検査設備について

旋盤操作について

撫糸枚の改造について

伝動装置の魂好江について

.鋳造作業の指瀞こついて

旋盤ネジ功装置使用について

姓　盤　盤

靴店計

切合

女　形　金H 〟 H2　　0′　　21　　　　　　42

金持材料鋳近臣･ ･手丘上･ ･緬

E 冗 刀 E
I3　　5　　11　　2

1　　　　　　　　　8

2

2件　　旋盤加工法について　　　　　6件

1 7件　　金島材料について　　　　　　2件

1件　　旋盤加工について　　　　　　5件

2件　　墳枕工作について　　　　　　2件

5件　　工作嘩枕の据付及棚樫について1件

5件　　基経頓の刷性荊憩読替髄芽　　　5件

1件　　彦榔村ノミルブ社内枝折教育　1件

1件　　4月15日より4月50日まで(怨田･

5件

.件　鋳造作勤解と珂払雛軸驚件

合　　計　　　　　　　74件

p　質　疑　応　答

工作鞄虎傭盤)改造について　10件　　旋盤及びポール盤の規正枚缶こついて

材料分析について　　　　　1 4件

硬柵潜こついて　　　　　　　8件

サイドカッター研麻こついて　　1件

横道用餌丸棒の直径公差について1件

スプT)ソ〆妹入･味戻しについて1件

分析設掛こ房する巌卦こついて　1件

南洋材の竿砺:l及び材質について　1件

掩陵主軸台スピンrJレ測定について1庵

1件

ナット材料について　　　　　1件

金属厨徽妹の使用曲に･かて　　1件

材料拭級片の大きさについて　1件

柵記号について　　　　　1件

鋳鉄坑折粥的生及び抗析粗　1件

片に於ける軌軸定法について　1件

グライ./ダーの除塵箕助こついて1件

オビチタルフラット0倍格と邪法並LlrtニラッL''/グ指導鰭について　　　1件

- /. -



ク｡ -ム鋳鉄の鋳造法について　1件　　他寿迄の配合丘について　　　1件

拓銀蹄鉄の鋳造法について　　　1件　　金成材料qJ化学分析装置について1件

セラミック-,.イトシャ･/クについて1件　　鋳造時の湯口の巣について　　　1件

劫機の軸受院庄について　　　　1件　　　合　　計

9.講　　習　　会

イ　鋳物砂及び工作機械の管理技術講習会

ロ　5月25日　午前1□時よb午後5時まで

-　彦根市立図番錯

= (り　このごろの旋盤

株式会社大隈鉄工所　佐藤交接氏

(2)すくわれの原因と対策

工業技術院名古臣技術試畝所二木邦夫氏

映画　すくわれはどうして起るか

日本一小さいシェル鋳物工場

砂　　　山

(3)質疑応答

ホ　参加人見　　　50名

10.鋳造作業調査

調査の内容

1.熔　解　炉 7.熔解作業

2.鋳物砂及び鋳物砂処撃機械　　　8‥材料試験及び分析

5.造型及び造-a械

4.原　材　料

5.燃　　　料

占.熔　　　剤

調査実施工場数　　2 0社

9...製品処理装置

10.鋳鉄の熱処理

ll.そ　の　他

ll.業　界　視　察

1.大阪鋳物協同組合他2協同組合並びにバルブ製鉄業界

2. 4月15-14日　2日間

/

54件

5.彦枚市役所及び業界参加者　　14名

12.職　員　研　修

標準化と社内鹿格の作9方講習会

品質管理及び膚準化誇習会

島津製作所　材料試験機技術研修

n　　　ポーラログラフ分析法､分光分析法

京都大学農学部　炭水索敵畳定立技術研修

13.そ　　の　　他

来　所　者

質　疑　応　答

業　萌　連　絡

数　億　利　用

そ　　の　　他

総

所　　　長

庶務係長

緒尋係長

技　　　師

計

大　中　坊　布

〝　　　　瀬

技術補佐員　　福

小　　便　供

99名

180名

285名

20名

584名

太

一純　　勝　幸　四

佐

隅　川　　施　利　本

長

8

諾.歳　郎　輔　次　郎　荷


